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山川 Dream#3,山川キャンプ,山リハ 2017  
要項～2017 年 2 月 4～5 日 

              2 月４日（土）山川 Dream#3 会場：星ふる学校「くまの木」 

         2 月 4 日メイン宿舎（講演会場）：塩谷町自然休養村センター 

2 月 5 日（日）山リハリレー会場：大平崎グランド（塩谷町自然休養村センター隣接） 

山川 Dream 山川キャンプ締め切り 1/16、山リハ締め切り 1/26 申込み先アドレスも違います 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主催：ヤマカワオーエンタープライズ（YMOE）  
共催（山リハ）：関東学生オリエンテーリング選手権団体戦 
運営協力（山川 Dream＆山川キャンプ）：2015 年度春インカレ・2016 年度秋インカレ実行委員会有志 

 本年だけの特別企画！ 
2 月第 1 週に恒例の山リハ（インカレリレーの一斉公開練習イベント）を例年学連合宿と併催して開催してきました。試験中

でありながら、ここでライバルと顔を合わせてのプレイベント、本番に向けての絶好のモチベショーンアップと仕上がり度チェ
ックの場を提供してきました。しかしながら、今回は技術委員会の人材的事情により「学連合宿」は開催されないことになりま
した。水面下で色々折衝を続けてきたのですが非常に残念です。また、そのことによって本要項の公開が遅れてしまったこと、
大変申し訳ありません。すでに私の方で、それ前提で渉外的準備も進めていましたし、元々下記のような自分の企画を重ねて提
案しようと思っていたものでもあったので、独自企画として立ち上げました。幸いにここで開催されたインカレの実行委員会有
志から練習会＆同窓会（飲み会）企画も持ち込まれたので、それも乗っていただきました。ということで、学生の皆さんにとっ
ては例年通りの内容でこの週末を過ごしていただけます。しかし、この形態は山川が春インカレの調査を失業している本年限り
の企画になるかもしれません（技術委員会のリフレッシュを願うばかり）。 

 
＜山リハとは？＞ 
名前の通り、山川が主催する（インカレリレーの）リハーサルイベント、一部に“リハビリイベント”とも言われているが、

それは間違いである。現在の YMOE 社になってからこの名称を用いているが、その前は“関東リレー”と言っていた。関東学
連の団体戦をずっと（今回も）併催していることもある。最初の起源は山川の起業の頃まで遡り、学連の結成仕事ばかりしてい
てまともな収入の無かった山川が（最初の）子持ちになったときに、稼ぐ必要に迫られて興した最初の当たり企画。当時はまと
もに相まみえるようなリレー練習の機会が全く無かったのが商機となった。この大会は本番への暗示めいた結果になることが多
いという伝説があり、最初の大会ではまだ粗いオリエンテーリングしかできず、ただ足が速いだけといわれていた東北大が、番
号確認も疎かに闇雲に走りペナ続出、それを反省して本番の群馬県妙義でのインカレでは東北大の初優勝に繋がった。近年でも、
K 野率いる東北大が絶対エース Y 城擁する東大の 4 連覇を狭い針のひと穴を通すような勝ち方で阻止できたのも、山リハでしっ
かりその伏線を残していたことでも有名。かくの如く示唆に富む話題は尽きず、例年のインカレ観戦ガイドにも、山リハでのパ
フォーマンスがそこかしこにデータとして挙げられている。テレインの類似性以外にも、色々な意味でやはりその過程全体が“ド
ラマチック”である。 

 
＜山川 Dream とは？＞、 
山川の長年の夢だったオリエンテーリング専門のハウスが栃木県塩谷町に昨夏出来ました。開設以来非常に好評で、すでに多

くの方にご利用いただいています。玄関には“ヤマカワの野望”と題したオリエンテーリングの楽園（ユートピア）を創る構想
図が掲示してあるのですが、それを構成するパーツ全てがインカレ本戦のテレインや学連の新機軸事業に乗せられるテレインば
かりではありません。本当の意味での楽園形成の為、小さなしかし大切なパーツ、それらを“山川 Dream”と銘じて公開し、一
歩一歩夢に近づいていこうという企画です。玄奘法師の天竺への旅みたいなもんですな（大げさか？）山川 Dream#50 位になれ
ば、楽園は完成しているかも？今回はその第 3 弾として、インカレ本番のコースから外れたエリアをきっちり調査し直して「塩
谷熊ノ木」エリア全域（過去の渉外問題で使用不可のエリアを除く）を、今後の練習会や合宿で供与できるよう、そのお披露目
イベントを兼ねて山川 Dream#3 とします。4 日土曜の一般公開レース（全日本大会改革の一環として開催する一般向けロングイ
ベントを含む＝後述）がその対象です。 

 
＜山川キャンプとは？＞ 
その名の通り、山川が主催するオリエンテーリング合宿です。色々な練習メニューを提供するものです。デイキャンプで開催

する時もありますが、今回は開催されないことになった学連合宿に替わるイベントして、宿泊（&夜の講習）込みで企画しまし
た。今までの山川キャンプも、人数は 20 人前後のことが多く、プロ事業者である山川のイベントとしては、直接山川と触れ合
う時間も多く、採算性度外視の利益超還元イベントとして、参加した頂いた方には本当に安くて超お値打ちであるという評価を
いただいてきました。今をときめくエリート選手のH川君も大学2年生の夏に先輩に連れられて来た椛の湖での山川キャンプで、
コンピ選手権というメニューで先輩全員を破り、そこから名が売れ出し今の彼にまで登り詰めています。さて、今回は学連合宿
でなくなった分、学連の予算は使えない訳で、実は事業者が行うイベントとして採算性は厳しいかもしれません。しかしそれで
も愛する学生達のことを思うと、今までの学連合宿と同じ値段で例年通りの内容で公開したいなと企画するものです。どれくら
い来て貰えるかにもよりますが、採算性度外視、達成感・満足度重視のお値打ちイベントであることを目指します。 

 
⼀般参加もあります！全⽇本⼤会改⾰の⼀環として、ガチンコ・ロングで切磋琢磨する練習機会も提供 
今回の山川 Dream#3 では、一般参加者にも公開のレースとし、来る 6 月のこの地域で開催される全日本大会の（複数の）練習

機会（の一つ）としてミドル模擬レースの他に、競技規則に則り 90 分と 75 分のロングレースも提供します。全日本チャンピオ
ンというのは、その名の通り“日本で一番オリエンテーリングが強い選手”に与えられる名誉ある称号で、今回の改革ではその
ステップにも焦点をあてます。但し、ロングのみで使用するエリアは 5 日（日）の山リハリレーで使用するエリアと被りますの
で、山リハの OB・OG 杯の表彰対象から外れてしまう点を予めご了解下さい。 

 



○大会概要 山川 Dream#3          
日時：2017 年２月４日（土） 
集合場所：栃木県塩谷郡塩谷町星ふる学校「くまの木」＜駐車場は施設内グランド＞ 
地図：「塩谷熊ノ木」北側（2016 年 3 月春インカレ使用テレイン）インカレ未使用エリアも再調査 

縮尺 1:10,000、 等高線間隔 5m、通行可能度 4 段階、JSOM2007 準拠 
メインメニュー：インカレミドル照準の模擬レース：昨年のインカレＭＥ（5.2km ↑220m）、ＷＥ（4.0km ↑

155m）とほぼ同距離のコースを設定します。（ロング種目の要素も入れ込み、※後述）また、6 月の全日本対策

として、ME-L（12km）、WE-L（7km）つまり、全日本の競技規則 90 分（70 分）水準のコースも用意

します。但し、ロングコースは翌日の山リハリレー大会のエリアも使用するため、それに参加した方は OB・OG 杯はオープン扱

いになります。まとめると模擬レースは６コースで 
     ＭＥ（5.2km）ＷＥ（4km）･･･インカレミドル選手権レベル、性別不問、学生以外でも参加可 
                   （全日本ロング対策向けのロングレッグも混じるが、道走りがベストルートではない

ので、十分ミドル対策の練習にもなる）、 
     ＭＡ・ＭＦ（3.5km） ＷＡ・ＷＦ（3km）･･･インカレミドル新人・一般クラスレベル 
     ME-L（12km）WE-L（7km）･･･全日本エリートレベル、性別不問、一般向け 
 

サブメニュー：リレートレ・サーキット等、レースの復習も可（他に希望があれば事前にご意見下さい） 
コーチングについて： 

基本、普段からもうこういった練習は各校レベルで積んでいると思います。各校のオフィシャルの指導方針で行う
もよし、主催者の誰かに見てもらうも良しで、自由な雰囲気の中、各々のレベルで行って下さい。主催者側でも、か
つてのインカレ実行委員会有志の方が自分の練習を兼ねてあなたの練習を見てくれるかも。（すべてはやる気次第） 

また、上記実行委員会でなくても、自分の練習を兼ねて、コーチしてもいいよという方も募集しますので、山川ま
でご連絡下さい。参加費等優遇させていただきます。 

 
参加費（消費税込）  学生 1500 円 一般 2200 円 
 （メインメニュー＋サブメニュー込、サブメニューの量は問わず、一律料金、レースのみでも同額）＋E カードレンタル
1 枚 300 円／日（my カード使用可）参加費には栃木県テレイン利用申請手数料 1 人 100 円が含まれます。 
 集金は当日、申し込んでおいて来ないということはしないで下さい。 
  
○ 山川キャンプ概要 宿舎：塩谷町自然休養村          
日時：2017 年２月４日（土）~５日(日) 宿泊と夜メニュー 
場所：塩谷町休養村センター2F 研修室（19:30~21:30 予定） 
演者：山川克則（ヤマカワオーエンタープライズ代表） 
内容（予定）：まずは本日のレースの振り返りから始め、春インカレ調査失業中の今年限定で聞けるような美味しい内容、

例えば「西村地図の攻略法」とか、二人の調査のタッチの違いをプロジェクタを駆使して解説とか、マキノが

どんなテレインか私も知らないことを良いことに、電子国土とか Google Street Map とかネット閲覧しながら

の予想とか、オリエンテーリングを通じた人生設計一般とか、夢をいかに実現していくかとかの話とか、やり

たい放題、質疑応答し放題の内容･･･を予定 
 
宿泊費（消費税込） 1 泊 2 食付 5800 円、（但し、タオル・歯ブラシ・洗面道具は自分で用意） 
当日集金します。キャンセルは 3 日前まで、それ以降は何らかのキャンセル料を申し受けます。可能な限り代わりのもの

を立てるなりして下さい。自然休養村は山川の方で全館予約済です。定員は 50 名ですが、研修室を宿泊室兼用とした場合
80 名宿泊可能でそのあたりで主催者の方で調整します。団体で星ふる学校「くまの木」で食事・宿泊していただく場合も
あります。（または、団体様でうちはくまの木に泊まりたいとか事前に申し出て下さっても結構です。）くまの木の料金も 1
泊 2 食で 5800 円で同じです。あるいは他の宿（例えばファミテック＜オリエンティア料金＝代理店を通さない料金で生協
とかでなく直接申し込むこと＝で 1 泊 2 食 4500 円＞を各自で手配して、講演だけ聴きにくるというのでも OK です。 

 
山川 Dream#3 及び山川キャンプ申込 締め切り 1 月 16 日（月）レースのみは 2 日前まで可 
必要事項をエクセルファイルに記入し、ymoe@orienteering.com まで添付つきメールを下さい。（山リハの申込先とは違

いますのでご注意下さい）参加費・宿泊費は当日のお支払いでＯＫです。（次項の山リハは事前入金です、申込期限も違い
ます）連絡なしでの登場・キャンセルは絶対にないようにお願いします。いただいたメールには簡単に受領確認の返信をし
ます。前日夜 20 時までの連絡をお願いします。緊急の場合の電話連絡先は、090-8041-4673（山川）です。 

 
○ 山リハ 2017 概要           
日時：2017 年 2 月５日（日） 
集合場所：塩谷町自然休養村センター(大平崎グランド) 
駐車場：休養村内２～３箇所（詳細はプログラムで説明） 
地図：「塩谷熊ノ木」南側（2015 年度インカレリレー使用テレイン） 

縮尺 1:10,000、 等高線間隔 5m、通行可能度 4 段階、JSOM2007 準拠 
本競技会のために経年修正を施します。 

交通：基本自家用車（含：レンタカー）での参加となります。公共交通は一応宇都宮駅発（7:17 発）玉生行終点

下車（8:17）で会場まで徒歩 1.8km です（テープ誘導はつけません）。 
競技形式：リレー形式のポイントオリエンテーリング 
コースプランナー：山川 克則   



 
クラス・コース距離・参加費（消費税込） 
 【注意】納入額は、参加費（栃木県テレイン利用申請手数料含）＋Ｅカードレンタル（必要者のみ）になります  

参加費（県協会申請手数料含・レンタル Eカード代別） 
クラス コース距離 

学生・生徒 OB/OG-CUP・一般 

ME 3 人（45・45・45 分） \6,000 \7,500 

WE 3 人（40・40・40 分） \6,000 \7,500 

MA 40 分×3人 \4,500 同左 

WA 40 分×3人 \4,500 同左 

B 40 分×3人 \4,500 同左 

M：男子、W：女子、E：選手権クラス、A：上級者、B：中級者 
参加費には栃木県テレイン利用申請手数料 1 人 100 円（1 チーム 300 円）が含まれます。 
E カードレンタル 1 枚 300 円（消費税込み、my カード使用可） 
プログラム・成績表は WEB 公開します 

 
OB／OG-CUP 
チーム編成は自主性に任せます。大学クラブ申込と一緒に申し込んだ場合、\1,500（／チーム）大学クラ

ブに対しキャッシュバックします。実際の申込手続き上は学生料金で申込めます。（差額 \1,500 は、申

込団体間で OB が学生に奢ってあげてください）。大学名が明確に判るチーム名でエントリーしてくださ

い。学生の申込とは別に OB/OG-CUP に申込む場合は\7,500（／チーム）になります。大学クラブと

OB/OG-CUP 出場チームは、チーム名を大学名+A,B・・／大学名+OB/OG-A,B・・として下さい。  

 
メール申込（団体申込）●＝アットマーク 
大学クラブ（OB/OGカップ含む）は、なるべくこの方法で団体で申し込んで下さい。エントリーシート（エ

クセルファイル）に入力し、メール（ymoe.entry●gmail.com）に添付して送信してください。（山川Dream
＆山川キャンプの申込み先とは違います）エントリーシートの必要な方は

（http://www.orienteering.com/~ymoe/index.html）からダウンロードするかメールにて問合せア

ドレスまで請求してください。 

 
郵送申込 
下記申込内容を郵送してください。（OB/OG-CUP は大学クラブ発信の団体申込を必ずご利用下さい。）  
 
申込み記載事項 
チーム名（8 文字以内）  
申込代表者（氏名、住所、電話番号）  
クラス（ME/WE/MA/WA/B)  
1 走（氏名、年齢、E カードナンバー／要レンタル）  
2 走（氏名、年齢、E カードナンバー／要レンタル）  
3 走（氏名、年齢、E カードナンバー／要レンタル）  
参加費明細（テレイン申請手数料込） 
ME（ ）チーム×¥6,000、（ ）チーム×¥7,500、WE（ ）チーム×¥6,000、（ ）チーム×¥7,500 
MA（ ）チーム×¥4,500 
WA（ ）チーム×¥4,500、B（ ）チーム×¥4,500 
E カードレンタル（ ）名分×¥300  
振込先（銀行／郵便局）・振込日( )月( )日 振込額合計¥（      ） 
 
送付先 

〒276-0027 八千代市村上団地 1-32-409  山川克則  山リハリレー2017 係 

 
振込先  
銀行 三菱東京ＵＦＪ銀行八千代支店(店番 612) 普通 1077634 口座名 

ゆうちょ 10520-5026151 加入者名 
山川克則 

 
 ゆうちょ銀行に市中銀行から振込む場合： 

【店名】〇五八 【店番】０５８ 【預金種目】普通預金 【口座番号】０５０２６１５ 

 
締切 2017 年 1 月 26 日（木）  



当日受付はありませんが、急に参加したくなった場合は申し込み先まで事前に相談下さい。 
 
○ ２０１６年度関東学生オリエンテーリング選手権大会団体戦(関東インカレ団体戦)について 
関東インカレ団体戦出場資格 

・この規定は関東学連加盟校／準加盟校のみに適用されます。                      

・関東インカレ団体戦はＭＥ／ＷＥクラスで行います。 

 かつての規定のＭＥ／ＷＥの出場チームの制限はなくなっています。各加盟校／準加盟校は希望するチーム数エントリーできます。 

 大学名－Ａ、大学名－Ｂのようにエントリーしてください。  

・表彰対象となる（正規チーム）のは、以下のメンバー編成になります。 

全メンバーは関東学連加盟員であり、その加盟登録年数が４年以内であること。 

全メンバーが同一の加盟校／準加盟校に所属していること。 

全メンバーが関東学連の指定する誓約書に同意し、提出していること。 

全メンバーが当日、各々の出走までの時間内に競技エリアに立ち入っていないこと。  

但し、対象チームの出走後はこの限りでなく、他チームのメンバーとして競技にオープンで参加しても差し支えありません。 

表彰（関東学連表彰） 

 関東選手権団体戦として,ＭＥ，ＷＥ対象のチーム上位３位までを表彰します。但し、同一大学で複数入った場合は成績の良い方

のみが対象となります。また、新企画として新人のみで構成されるチームで一番成績の良いチームを別途特別表彰致します。 

○ お問い合わせ 全般 （申し込み先アドレスと問合せアドレスは違いますのでご注意下さい）●＝アットマーク 
  山川 克則 e-mail：rmo-s.yamakawa●nifty.com 

関東学連団体戦について 
関東学生オリエンテーリング連盟 瀬川 出  izurui16@gmail.com 

 
 
 
 
 
 
※ 本年は、山リハ後もアフター企画（13 入学組同期会 at ヤマカワハウス）もあります。今回はアフタ

ー企画組による撤収作業をお願いします。 
 
※※ 両イベントのエクセルファイルは年明けに公開します。 

山リハリレー運営基本方針：オリエンテーリング専門の事業者・山川が、継続してオリエンテーリング界に貢献できるよう、その資金がこの世界の今の全体

状況の中でも少しでもうまく回転していけるように、またこの時期にもっとも有益な研鑽の場を提供しよう、というところから始まったものです。ですので、ピュアな競技

部分以外のサービスを一切致しません。運営サービスの面である程度バタバタになるのは、お許しいただきたいと思います。それでも、誰かを犠牲にして運営に引

き込むということはしないで、共催である関東学連加盟員が“全員”競技を楽しめ、かつ、事務的なあるいは事後の出来る協力は行う、ということで、お互いに相談し

成立している大会です。自主的な（セルフ）サービスを期待して運営が進む場面が多いですが、その点ご了解の上、ご参加下さい。 


